
H21 事業成果報告（原子力研究促進プログラム）（福島工業高等専門学校） 1／6 

平成２１年度原子力人材育成プログラム事業成果報告 

 

原子力研究促進プログラム（文部科学省事業） 

福島工業高等専門学校 

機械工学科： 佐東 信司 

 

＜事業タイトル＞ 

「高専・大学・産業界連携による実習・卒業研究体験型教育の促進」 

 

＜提案事業概要＞ 

 本事業では、将来原子力産業に携わる学生の育成を目的として京都大学エネルギー理工学研究所

及び東京電力福島第二原子力発電所での原子力体験型実習及び卒業研究の促進を行う。具体的には

以下の事を実施する。 

 

１）準学士課程 4 年生に対して、東京電力福島第二原子力発電所での 2 週間の体験実習を実施

し、原子力産業に対する興味を引き出させ、原子力産業への人材育成を行う。 

２）原子炉材料の強度特性に関するテーマで卒業研究を実施する準学士課程 5 年生を京都大学

エネルギー理工学研究所に 1 週間派遣し、材料へのイオン照射に関する基礎知識を学習す

る。 

３）電力企業に興味を持っている専攻科 1 年生に対して複合型インターンシップとして、京都

大学エネルギー理工学研究所での 1 週間の体験実習後、東京電力福島第二原子力発電所で

３週間の体験実習を実施すると共に研究者や大学院生、技術者との交流を図る。 

 

１． 目的・背景 

 本校の就職希望者の約 10％が東京電力や東北電力等の原子力産業を望んでおり、原子力発電所

立地県の学生として原子力関連企業に関心が高く、実践的な技術・技能を習得した人材の育成が必

要である。 

 このため、本事業では将来原子力産業に携わる学生を育成することを目的として、京都大学エネ

ルギー理工学研究所及び東京電力での原子力体験型実習および卒業研究の促進を行う。 

 期待される成果としては、高専・大学・産業界の連携により、学生が主体的に行う体験実習や卒

業研究を充実させ、原子力に関する広域な知識を習得させることで、原子力産業へ興味を抱かせる

人材育成を行うことである。 

 

２． 実施概要 

2－1. 原子力材料の強度特性に関する卒業研究 

 核融合炉ブランケット材料として有望視されてい

る低放射化フェライト鋼の強度特性に関する卒業研

究を行った。試験冶具用材料及び試験片作製に必要

なワイヤー放電加工機用電極や研磨紙、ドリル等を

購入し、表面粗さ精度を高め、再現性の高い実験結

果が得られる環境を整備した。また、引張試験機専

高専シンポジウムでの卒業研究成果発表

説明 第 15 回高専シンポジウムで卒業

研究の成果発表を行っている 
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用のノートパソコンを整備し、効率よく実験とデータ整理ができるように環境を整えた。 

 本研究における成果の一部を高専シンポジウム及び原子力材料の研究会で報告した結果、

得られた成果が高く評価された。 

 

2－2. 原子力セミナー（事前研修） 

 原子力関連企業へのインターンシップと就職内

定者に対し、原子力関連の意識向上啓蒙を兼ねて

下記の原子力セミナーを実施した。 

日 時： 平成 21 年 7 月 7 日（火） 

     15：15～17：05 

場 所： 福島工業高等専門学校 

     専攻科棟多目的教室 

講演者： 東北大学 大学院 工学研究科 

            教授 長谷川晃 

     東北電力 火力原子力本部 

       原子力部 課長 横武和弘 

参加者： 学生 54 名 

 

2－3. 大学の装置を利用した卒業研究の促進 

 原子力材料強度特性に関する卒業研究に取り組んでいる学生を京都大学エネルギー理工学

研究所に下記の通り派遣した。 

日 時： 平成 21 年 8 月 16～22 日 

場 所： 京都大学 エネルギー理工学研究所 

参加者： 機械工学科 5 年生 4 名、引率教員 2 名 

 

外国人研究者による実験の説明（京都大学） 

説明 衝撃試験による評価方法と微小衝撃試
験片について英語で説明している 

透過型電子顕微鏡の説明（京都大学） 

説明 透過型電子顕微鏡の構造と観察の方法
及び操作方法の説明を受けている 

 

原子力セミナー 

説明 原子力関連産業に興味を持って

いる学生に対して原子力の基礎と企業

における取組を紹介した 
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大学院生による成果報告資料作成指導 

説明 成果報告会で発表する資料を大学院生
の指導の下で作成している 

研修成果に対する京都大学教授からの指導 

説明 京都大学木村教授による成果報告内容
に関する理解度の確認と助言の様子 

 

2－4. 大学―企業連携による複合型インターンシップ 

 原子力関連産業に興味を抱いている専攻科学生を上記卒業研究体験実習に派遣した後に、

東京電力福島第二原子力発電所に派遣した。 

日 時： 平成 21 年 9 月 7～30 日 

場 所： 東京電力 福島第二原子力発電所 

参加者： 機械電機システム工学専攻 1 年生 2 名 

モーターバルブの分解（東京電力） 

説明 福島第一原子力発電所にある技能訓練
棟にて、入所時研修の一部であるモーターバ
ルブの分解点検指導を受けている 

タービン建屋の夜間巡視（東京電力） 

説明 当直研修として、夜間の原子力発電所
の管理体制について体験した 

 

2－5. 次年度へ向けての原子力セミナー 

 継続的に原子力関連への興味を抱かせるために、次年度に向けて原子力関連企業へのイン

ターンシップ及び就職を希望している学生を対象として、下記セミナーを実施した。 

日 時： 平成 22 年 2 月 15 日（月） 

場 所： 福島工業高等専門学校 視聴覚教室 

講演者： 日本原子力研究開発機構 大洗研究開発センター 

              照射試験炉センター 石原正博（副センター長） 

                        伊藤正泰（専攻科修了生） 

     東京電力 福島第二原子力発電所 総務部   田中茂 

                           草野哲郎 
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                           加藤仁士 

                     運転管理部 宇佐美敏（本校卒業生） 

セミナー中の様子 

説明 日本原子力機構及び東京電力の概要説明
及び就職説明について真剣に話を聞いている 

専攻科修了生による原子力機構の説明 

説明 原子力関連産業に興味を持っている
学生に対して原子力の基礎と企業における
取組を紹介した 

 

2－6. 高専全体での報告会 

 高専機構小田理事が主導となり原子力人材育成における高専－長岡技科大の連携研究会を

開催し、16 高専からの原子力に関連した取組の報告があり、その中で本事業の取組を報告し

た。活発な質疑応答が行われ、今後の人材育成に有益な情報交換及び共有化ができた。 

日 時： 平成 22 年 3 月一日（月） 

場 所： キャンパスイノベーションセンター 

参加者： 高専関係者及び長岡技科大関係者 約 40 名 

連携研究会における発表 

説明 高専－長岡技大連携研究会におい
て本事業の取組を報告している 

原子力人材育成に関する討論 

説明 高専－長岡技大連携による原子力人材育
成に関して活発な質疑応答が行われた 

 

３． 成果 

3－1. 具体的な成果 

 原子力材料強度特性に関するテーマで卒業研究を実施する準学士課程 5 年生 4 名を京都大

学エネルギー理工学研究所に 1 週間派遣し、高専では実施することができないイオン照射実

験の原理や方法などを習得させ、照射による材料の組織変化について電子顕微鏡で直視観察

し理解させた。また、派遣学生の 1 名が東京電力に就職した。 
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 福島高専における平成 16 年度からの原子力関連産業就職者の推移を以下に示す。本事業の

採択により就職者数が急激に増加した。 

 

3－2. 計画時に期待された達成度合い 

 高専・大学・産業界の連携により、学生が主体的に行う体験実習や卒業研究の充実を図る

ことができた。さらに原子力に関する研究者、研究員、技術者及び大学院生と交流すること

ができ、多くの知識を修得させることができた。また、原子力産業に興味を抱く学生の人材

育成基盤を充実させることができ、初期計画時の達成度を十分に果たす事ができた。 

 

3－3. 成果を把握した方法と評価 

 京都大学における卒業研究体験実習では、大学関係者を対象としてアンケートを行い、本

事業の評価を行った。主な回答として、予想以上に高専生のレベルが高い、実習時間が長い

中、いつもノートかメモを必ず取り非常にまじめに取組んでいた、準備期間が一日しかなか

ったのに想像していた以上の素晴らしい発表でした、全員が堂々と発表していて素晴らしか

った。高専での教育が生きているのではないかと感じた等と高い評価を得ることができた。

しかしながら、計画した実験内容が 5 日間の日程では濃すぎたため、更なる理解度の向上を

図るためには実験内容を再検討することが必要である。 

 学生の原子力産業への就職及びインターンシップ支援と、原子力産業への関心度評価のた

め原子力セミナーを、学生の自主的な参加の下で開催した結果、予想をはるかに上回る約 70

名の参加があった。学生へのアンケートによる評価から、本事業の目的の一つである原子力

産業への関心度を高めることは十分に達成できた。また、原子力産業への就職及びインター

ンシップ希望調査を行ったところ、東京電力への就職希望者 29 名、インターンシップ希望者

24 名、東北電力及びその他の原子力産業への就職希望者 9 名、インターンシップ希望者は 6

名であった。さらに、東京電力への採用人数が平成 20 年比で約 2 倍となり、全国の高専の中

で最大就職者数であった。平成 22 年度の求人数も同程度であることから、本事業の取組みが

高く評価された。 

 

原子力関連産業への就職者 

説明 原子力関連産業への就職者数は増加傾向にあるものの、本事業の採択により急激に増加した。 

 本事業全体の取組みを高専－長岡技科大連携研究会にて報告し評価を得た。大学の最先端

設備を使用した卒業研究の高度化と高専―大学―企業の連携インターンシップについて、他
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の高専においても実施することが望ましいとの評価を得た。 

 これらのことから、本取組みを継続して実施することで原子力産業界に優秀な人材を多く

輩出することができると考えている。 

 

3－4. 今後期待される成果 

 本事業の効果で、学生の原子力関連の取組に対する関心度や興味が向上し、インターンシ

ップや就職率が向上してきた。このため、事業内容を今後も継続することで、現状の高水準

を維持する事が可能と考えられる。 

 

４． 取組の評価と今後の展開 

4－1. 取組の評価 

 高専・大学・産業界連携による体験実習や卒業研究の充実を図ることができ、原子力に関

する多くの人々との交流が実現し、多岐に亘る知識を修得させることができた。また、原子

力産業に興味を抱く学生が大幅に増加し、初期の事業の設定目標を十分に達成できた。 

 

4－2. 今後の展開 

 福島県は原発立地県であるが、県内の高等教育機関で原子力に関する専門的な研究を行っ

ている大学は皆無と言っても良い。本校は原子力発電所と同じ浜通りに位置し、本校の機械

工学科において核融合炉材料の研究を推進してきている。本校の中期計画で専攻科に原子力

エネルギーを含むエネルギー工学専攻をコース制として実現するための検討も行っている。

このため、就職先として東京電力・東北電力などへの関心が高く、原子力人材育成を積極的

に行う福島高専としての特徴ある教育へと展開していきたいと考えている。 

 また、今後の事業の継続性としては、福島県や企業からの支援を模索しながらでも継続し

たいと考えている。 

 

５． 事業成果の公開事例、関連する文献 

1) 京都大学エネルギー理工学研究所ニューズレターNo.41、pp.6-7、（2009） 

2) 新聞記事 

平成 21 年 5 月 15 日 福島民報 

平成 21 年 9 月 9 日 福島民友 

平成 21 年 9 月 5 日 福島民報 

平成 21 年 10 月 5 日 電気新聞 

平成 21 年 10 月 24 日 福島民友 

平成 21 年 10 月 28 日 福島民報 

3) 研究会「原子力人材育成における高専－技科大の連携」事業紹介資料、長岡技術科学大学、

pp.16、（2010） 
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